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設の幡 部とも翫 る放射性アクチノイド元素取 ご祝髄 賜るなかで 制 なく進められた.式典(
扱のための α一γセルは,最 新の設備概念に基き に引き続き,祝 賀会が行われた。祝賀会は快晴の
サービス ・ルーム,ア イソレーション ・ルームを もと,の どかに広がる太平洋を見晴らす大洗シー
持ち2部 屋より構成されたステンレスライニング サイドホテルで八木教授司会により,元施設長の
した気密構造,鉄35Gm遮蔽のものであり,(株)日 幸田成康先生の乾杯の音頭,茨城県をはじめとし,
製産業,(株)日立造船工ンジニァリングが製造を 鈴木元所長,渡 辺元所長等のスピーチ,大 洗町磯
行い,この平成元年3月28日据え付けを完了した。 節保存会による本場の郷土色豊かな磯節披露など










名古屋工業大学工学部教授 宮 崎 亨
繋蕪繋軍惑脚
(金 研こ来ている闘よ 輻 も殆どなく・思考が 獣 隆
噛 さ楓 鄭 醜 幅 であり舐 こような 、樽 事 脳 ≒
環境を提供 して下さった金研の皆様に心から感謝1凱 どづ
致 しております。しかしこのような自由な時間をH・ .fi。r.









































国立 研 究所 と しての 中工 試 の役 割 と
研 究 動 向[金 研額 として]
材料設計学研究部門客員助教授
中国工業技術試験所 主任研究員













































新 素 材 開発 施 設









室とイオン発生室(イ オンソース)と が分離され ており,フ ィラメント型のカソードに比べ約/桁
ており,イ オンソースからビームとして放出され 寿命が長く安定 した動作ができます。





ています。そのため,タ ーゲツトにおけるイオンB/A/B・ 一一という単純な2元 多層,A/B/
照射面は径約5㎝ 以内に抑えられ,小 さなターゲC/A/B/C-・ やA/B/C/B/A/B/




きるようになっており洛 々のタ_ゲットに1つ 更に本鑓 の特徴として忘れてならなし、こと(
ずつイオンソースが付いています。3つ のターゲ は,ア シストソースという基板照射用のイオンソ
ットは防着治具によってお互いに仕切られてお 一スが装備されていることです。このアシストソ
り,各々にシャッターが付いています。この3つ 一スは成膜前の基板クリーニングに役立つだけで
のシャッターの開閉によって,人 工格子の多層制 なく,成 膜中に基板にイオンを照射することで結
御を行うわけです。実際には,成 膜コントローラ 晶粒径や配向性の制御を行うこともできます。ま















です。成膜中,す なわちイオンビーム作動中の真 い期待が持たれています。そこで,組 成の異なる
空度は3×10-4から10-5TOrn台です。現在は付 遷移金属一希土類金属アモルファス合金どうしの















います。したがって,例 えばPtMnSbと他のホ したが,金 属人工格子の機能性材料としての可能




















1MRニュース'89N・・4およびNQ5でas51]らせ ㌣ 脚 礪 　
プログ ラムはNQ5の/2一 り3ペー ンに掲載 され .it還
た 通 り で す が,唯 一 の変 更 は 第1日 のS七an-rltzr…;.・r









るものでした。 られま したが,後 者 は昨年度 の金研 客員 教授
同様に市民向け講演会でとりあげられた 「リニAndersOn† 専士によるものです。
ア」すなわち磁気浮上式高速鉄道についても,シ 超伝導と磁性は強磁場に最も関連の深い分野で






























「アモル フ ァス合金 の化 学的性質 お よび
表 面 キ ャラクタ リゼ ー シ ョン」
平成元年10月2日(月)10月3日(火)東北大学金属材料研究所 講堂










































































しい材料についての井上助教授の講演,最 新の技 触媒に関しては,ア モルファス合金触媒の作製
術を駆使 したアモルファス合金の構造研究に関す 法,キ ャラクタリゼーション,活 性触媒の耐久性
る鈴木教授の講演は,参 加者の多くにとって初め と安定性,将 来性などのレビュー,酸 素および水
て聞く種類のものであったため,大 変熱心な質問 素処理を施 した種々の金属 ・金属アモルファス合
と討論が行われた。 金触媒によるベ ンゼンおよびCO2の水素添加,
耐食性の部では,固 溶体合金からの選択溶解に メタノールの脱水素および分解の研究のほかアモ
よる特定元素の表面濃縮と不働態化,ア モルファ ルファス合金ではないが,種 々の金属間化合物が
ス合金の不働態化と安定性に及ぼすリンの役割,不 飽和炭化水素の水素添加に有効な触媒として作
局部腐食発生要因など,外 国人は個々の合金につ 用することなどが発表された。
、 いて詳細な基礎的研究を紹介した。日本からは応 表 面のキャラクタリゼーションに関 しては,
tx用 の一端を紹介する目的で,耐食アモルファス合XPS,AES,SIMS,SEM,TEM,HEED,
金被覆をスパッター法で作製している現状を説明 光電気化学などを用いて,表 面と表面酸化物の組
した。 成 ・構造 ・性質を定量的に研究 した結果と問題点
電析と電極触媒の部では,電析によるアモルフ が紹介された。




アモルファス実用電極の作製 メタノールや水素 の異なる立場から意見を述べることができ,参 加
を用いる常温作動型燃料電池用に種々のアモルフ 者がこれまで経験 したこともない多くの収穫があ








責任者 仁 科 雄 一 郎
本所の本格的材料データベース構築の開始後一(日 商工レクトロニクス)
年が経過した。これを機会に,各 地の専門家を招12:10昼 食,OCRデ モ




主題としては,(/)状態図関連のデータベース(東 北大 ・教養 ・情報センター)
研究,(2)材料設計システム,〔3)デー タベース/4:00材 料データー評価法の>AMASラ ウ




開催日時:平 成元年/0月30日(月)/4=30酸 化物超伝導材 料のデーターべ一ス
場 所:東 北大学金属材料研究所 新棟5階(20分)浅 田 雄司
会議室(金 材技研)
9:20開 会 仁科雄一郎/5:00一 コーヒー・ブレイ ク,MDDSデ モ
(東北大・金研)一
座長 鈴木 謙爾(東北大・金研)座 長 木戸 義勇(東北大・金研)
9:30電 子論に基づく合金設計とデーターべ15:30大 量文献情報の蓄積と検索(20分)
一ス(/5分)斎 藤 淳一 松尾 文碩
(豊橋技科大)(九 大 ・工)
9:55状 態図 のデータ ーべ一 スの現状(1516:00今 後の材料データーべ一スの活動につ
分)石 田 清仁 いて(20分)岩 田 修一 く
(東北大 ・工)(東 大 ・工)
10:20コ ーヒー ・ブレイク/6:30歓 迎されるか"KIND・?(20分)金研






(データ ーべ 一ス構 築への応 用)(20石 田清仁氏(東北大・工):状態図のデータベー
分)工 藤 純一 スの現状:国 際的観点で,状 態図データベース構
(東北大 ・通研)築 状況の流れを話 し,各地域の特徴に触れ,そ の
//:40日 本語・英語の文字認識装置の現状(20qコで 形成されたデータベース構築の国際協力の
分)犬 股 公博 機構とその取り組みの実際について述べた。
-14一
毛利哲雄氏(北大 ・工):理論屋 とデータベー 一タベース:超 伝導材料の本格的な材料データベ




斉藤純一氏(豊橋技科大):電子論に基づく合金 一タは約/80項目,試 料作成,そ の計測を手分け
設計とデータベース:豊 橋技科大グループの ℃ 一 して実行し,そ の結果を纏める形で構築される。
電子合金設計法"の紹介である。理論に基づく遷 文献は絢3,000件集められた。
移金属 ・合金の結合次数d軌 動工ネルギーレベ 松尾文頂氏(九大 ・工):大量文献情報の蓄積と
ルの計算値を使って,耐 熱合金の相構成,更 には 検索:文 献データベース ・システムでは著名な九
その特性値まで,効 果的に予言できるシステムに 大のFAIRS=>AIRの構築の[‡】心者の実践談
進iみつつある。 である。
(3)新技術 ・新情報 検索速度悪化に立ち向かって,自 動索引技法と
「 川瀬 報(東 北大 靖 報センター):ネツトワ 索弓1語高速判定蹴 を開発U
,そ 騰 を救し梗
一クによる国際的コミュニティーの育成 ニデータ にデーク圧縮法を開発 してAIRに至る道筋の実
べ一スの3つ の型の特徴を述べ,関 係デークベー 際が話された。
ス型の標準システムSQLに 金研 のKINDを乗 今日,INSPEC-A:210万件の文献をこなす。
せた 実験の結果 及び,分 子 設計 システム例 の この成功の基本は,検 索技法の基礎研究,情 報検
MDSS,及 び自動読み取 り技術PiantirCDP索 の実際経験の蓄積にあったことが強調された。
等,新 技 術動 向 の紹介 を行 った。通信 面で は 岩田修一氏(東大 ・工):今後の材料データベー




験に基づいて,チ ーム構成のソフトウエア開発の 独 立 に 熱 心 な こ と,ま た,世 界 的 にCOm_
手1頃を示 し・ディバツク工程の重視,プ ロジェク 〔)leteness,Efficiency,Visibilityが重要視
ト ・リーダーの役割,そ のリーダーシップの決定 されているようだとの話であった。
的重要性を説いた。更に,選 研でのデータベース(金 研DBグ ル ー プ):歓 迎 さ れ る か,
t構 築の手順の実際を示 した。KlND(?1本 所からは,文 部省の科研費で始めら
k犬 股公博氏(日商工レクトロニクス):日本語 ・ れた文献 ・全文データベース:KINDの現状と将
英語の文字認識装置の現状:文 字認識の技術発展 来方向が紹介された。昨年6,000件,今年6,000件
の最近の成果を述べ,最近の英文,日本文のCDPが 蓄積されたこと,内 容は,本 所のオリジナル論
(CharacterDataPrOcesso「)の実際を披 文(KINLIB),約3,000件,超伝 導 材 料
露 した。(OSUPER),約/ ,800件,磁性金 属間化合 物
門馬義雄i,金沢健二 西島 敏氏(金材技研):(lMO),約/,200件。将来,これを基に本文から,
材料データベース評価法の>AMASラ ウンド ・ 事実デーヲと知識データが抽出され,フ レンドU




与について紹介 した。 の協力の基に,次 のソフトウエア,シ ステムの実












89-078金 属 間 化 合 物 和 泉 修 日 本 金 属 学 会 会 報:
一 そ の 期 待 さ れ る 未 来 一28(1989) ,371-379























89-085メ ス バ ウ ア ー 分 光 に よ るFe-Si単 結 晶 の 内 部 古 関 敬 ・ 小 林 真 日 本 金 属 学 会 誌




















89-093結 晶 成 長 の 理 論 小 松 啓 セ ラ ミ ッ ク 工 学 ハ ン ド ブ
ッ ク(1989),370-374


















89-100鉱 物 の 圧 縮 一 せ ん 断 衝 撃 波 の 計 測 実 験 真 下 茂 ・ 小 畑 正 明 岩 鉱 特 別 号4(1989),
お よ び 試 料 回 収 実 験 水 田 敏 夫 ・ 庄 野 安 彦229-236
-17一



























































































89-124標 準 添 加 内 標 準 法 に よ る 低 合 金 鋼 中 の 微 量 原 光 雄 ・ 飯 野 栄 一 東 北 大 学 核 理 研 研 究 報 告
元 素 の 光 量 子 放 射 化 分 析 桝 本 和 義 ・ 八 木 益 男22(1989),51-61
89-125光 量 子 照 射 各 種 金 属 材 料 中 の 誘 導 残 留 放 射 能 三 頭 聡 明 ・ 駒 義 和 東 北 大 学 核 理 研 研 究 報 告
に 関 す る 研 究(1)八 木 益 男 ・ 桝 本 和 義22(1989>,62-75
-20
,30MeV照 射 に お け る 低 合 金 鋼 中

























89-134酸 化 物 高 温 超 伝 導 体 の 理 論 松 本 秀 樹 ・ 小 山 富 男 固 体 物 理24(1989),
高 橋 三 郎 ・ 立 木 昌513-525
-20一





















































89-149sic/c傾 斜 機 能 材 料 の 設 計 とcvD法 に よ る 佐 々 木 眞 ・ 王 雨 叢 日 本 セ ラ ミツク ス 協 会






































































































































































89-195Al-Cu-TM(TM=遷 移 金 属)系 準 結 晶 薬 安 邦 ・ 井 上 明 久 日 本 金 属 学 会 会 報
増 本 健28(1989),707-716


























































89-214ク ラ ッ ド ・ チ ッ プ 押 出 し(CCE)法 池 田 千 里 ・ 斎 藤 榮 バ ウ ン ダ リ ー5(1989),
一 金 属 間 化 合 物 の 新 し い 線 材 化 プ ロ セ ス ー[10]39-43
-27一






























89-223基 板(バ ル ク)結 晶 技 術 福 田 承 生 光 電 子 集 積 回 路 技 術,























89-230バ ル ク 単 結 晶 育 成 時 の 融 液 内 自 然 対 流 、 岡 野 泰 則 ・ 高 野 直 幸 早 稲 田 大 学 理 工 学 研 究 所







89-233金 属 間 化 合 物 に お け る 拡 散 小 岩 昌 宏 ・ 中 嶋 英 雄 日 本 金 属 学 会 会 報,28
伊 藤 建(1989),723-731














































89-245実 用Nb3Sn超 電 導 線 材 の 構 成 と 臨 界 電 流 の 片 桐 一 宗 ・ 斎 藤 幸 司 材 料,38(1989),
ひ ず み 依 存 性 大 上 真 志 ・ 岡 田 東 一484-489
永 田 明 彦 ・ 能 登 宏 七
















































89-254固 体 試 料 の 直 接 加 熱 黒 鉛 炉 原 子 吸 光 法 に よ る 高 田 九 二 雄 分 析 化 学38(!989),
ガ ラ ス 中 の 鉛 の 定 量356-360
-31一
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
89-255摩 擦 圧 接 お よ び 爆 発 圧 接 し た ア ル ミ ニ ウ ム と 諸 住 正 太 郎 ・ 武 田 裕 正 軽 金 属39(1989),












89-260MAな ら び にMGに よ る 結 晶 → ア モ ル フ ァ ス 構 造 鈴 木 謙 爾 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金
転 移36(1989),633-652
89-261si-Ti-c-o系 ア モ ル フ ァ ス 繊 維 の 構 造 鈴 木 謙 爾 化 学44(1989),
490-491
89-262二 元 合 金 の 規 則 ・不 規 則 領 域 の モ ン テ カ ル ロ 松 宮 徹 ・ 山 田 亘 計 算 材 料 科 学 研 究 会 中 間
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 橋 本 敬 三 ・ 澤 田 英 明 報 告 書,金 材 技 研,




















89-269高 性 能 走 査 ト ン ネ ル 顕 微 鏡 と そ の 応 用 橋 詰 富 博 ・ 桜 井 利 夫 応 用 物 理58(1989) ,
一 複 合 型 電 界 イ オ ン ー 走 査 ト ン ネ ル 顕 微 鏡1629 -1636
(FI-STM)-
89-270A1-O.25mass%Sc合 金 の 時 効 析 出 佐 野 直 幸 ・ 曹 亨 鏑 軽 金 属39(1989) ,
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